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平成16年度当初予算を可決

総額1,035億8,807万3千円（前年度比1.4％の増）

平成16年第１回定例会が、３月１日から24日間の会期で開催されました。

今定例会では、市長より平成16年度の市政運営方針が述べられ、３人の議員から大

綱質疑が行われたほか、平成16年度各会計予算など25件の議案が上程され、予算審査

特別委員会及び各所管常任委員会での審査の後、すべて原案どおり可決されました。

また、22日には６人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。

本会議風景



和 泉 市 議 会 だ よ り 平成16年５月１日（2）

定例会では次の意見書７件を可決し、内閣総理大臣や関係す
る各大臣等に送付しました。
◆基礎年金の国庫負担割合を３分の１から２分の１へと、早急　
に引き上げを求める意見書

◆容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書
◆65歳まで働ける雇用環境の整備を求める意見書
◆「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の実効確保を求める意見書
◆公契約における公正な賃金・労働条件
の確保を求める意見書
◆地方財政計画・地方交付税等の見直し
を求める意見書

◆消費者保護基本法の抜本改正等を求め
る意見書

【
議
員
】
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、

地
方
分
権
の
推
進
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

環
境
は
、
近
年
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
４
次
和

泉
市
総
合
計
画
の
策
定
に
先
駆
け
、

現
在
の
総
合
計
画
の
積
み
残
し
事

業
や
構
想
段
階
の
北
部
地
域
公
共

施
設
整
備
事
業
な
ど
と
次
期
総
合

計
画
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

【
市
長
】
第
３
次
和
泉
市
総
合
計

画
の
現
状
と
課
題
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
や

本
市
の
特
徴
な
ど
を
認
識
し
な
が

ら
、
今
後
様
々
な
観
点
か
ら
点
検

と
見
直
し
を
行
い
、
引
き
継
ぐ
べ

き
も
の
は
、
次
期
計
画
に
位
置
付

け
て
ま
い
り
た
い
。

【
議
員
】
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
生
活
・
活
動
拠
点
の
充
実
と

強
化
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
必
要

が
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合

を
的
確
に
判
断
し
な
が
ら
、
市
民

全
体
の
福
祉
の
増
進
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
計
画
づ
く

り
と
な
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ

る
。

姿
勢
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

【
市
長
】
三
位
一
体
改
革
の
本
市

へ
の
影
響
額
は
、
全
体
で
約
13
億

円
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
改
革

の
影
響
と
市
税
の
減
収
に
よ
り
、

現
在
の
財
政
運
営
は
、
非
常
に
き

び
し
い
状
況
だ
。
従
っ
て
今
後
の

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政

の
健
全
化
に
力
を
注
い
で
い
く
。

健
全
化
計
画
は
量
入
制
出
を
基
調

と
し
、
公
民
の
区
別
や
受
益
と
負

担
の
あ
り
方
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
見
直
し
て
い
く
。
内
容
は
厳

し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
ま
と
ま
り
次
第
お
示
し
す
る
。

【
議
員
】
今
後
何
を
削
り
何
を
続

け
る
の
か
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
、

市
民
的
に
注
視
し
て
い
く
。

平
成
16
年
度
の
市
政
運
営
方

針
に
対
し
、
３
人
の
議
員
よ
り

大
綱
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
議
員
】
新
年
度
政
府
予
算
案
や

地
方
財
政
計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、

首
長
や
自
治
体
関
係
者
か
ら
強
い

怒
り
の
声
が
出
さ
れ
た
。
三
位
一

体
の
改
革
は
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
削
減
と
不
十
分
な
税
源
移
譲
及

び
地
方
財
政
計
画
縮
小
を
通
じ
た

地
方
交
付
税
等
の
削
減
と
い
う
内

実
だ
。
痛
み
を
伴
う
改
革
を
実
感

す
る
一
年
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
そ
の
「
痛
み
」
を
ど
う
解
決

し
て
い
く
の
か
。「
三
位
一
体
改
革
」

に
よ
る
影
響
と
今
後
の
行
政
運
営

第
４
次
和
泉
市
総
合
計
画
と

北
部
地
域
公
共
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る

影
響
と
行
政
運
営
姿
勢
に

つ
い
て

市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

と
、
本
当
に
こ
れ
で
良
い
の
か
と

い
っ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

も
っ
と
市
民
生
活
に
密
着
し
た
利

便
性
・
安
全
性
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
点
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

【
市
長
】
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
は
、
従
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
的
に
加
え
、
地
域
特
性
を
活

用
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
負
荷

【
議
員
】
市
長
は
三
期
目
の
市
政

の
舵
取
り
に
あ
た
っ
て
、
市
政
運

営
方
針
の
中
で
、
６
項
目
の
指
標

を
う
た
わ
れ
て
い
る
。
６
つ
の
指

標
が
リ
ン
ク
し
て
初
め
て
市
長
の

目
指
す
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
個
々
の
事
業
を
見
て
み
る

の
軽
減
、
防
災
性
の
向
上
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
良
好
な
景
観
の
保

全
・
形
成
な
ど
、
都
市
が
抱
え
る

各
種
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
総
合
的
か
つ
き
め

細
か
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

「
豊
か
さ
と
利
便
性
を
実
感
で
き

る
」、「
や
す
ら
ぎ
と
快
適
性
を
生

み
だ
す
」
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。



和 泉 市 議 会 だ よ り（3）

常任委員会に付託された議案は、

審査の結果、全て原案どおり可決

されました。ここでは紙面の都合

上、質疑の一部を掲載しています。

 

財
産
取
得
に
つ
い
て

（
中
央
公
園
用
地
）

【
委
員
】
中
央
公
園
の
用
地
取
得

に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度
で
完

了
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
土
地

の
買
収
状
況
は
。

【
理
事
者
】
土
地
公
園
面
積
は
実

測
で
５
０
９
４
１
・
３
９
㎡
あ

り
、
そ
の
う
ち
、
今
年
度
買
収
分

を
含
め
４
９
５
６
６
・
９
㎡
を
買

収
し
、
残
る
１
３
７
４
・
４
９
㎡

は
補
助
金
等
の
問
題
も
あ
り
、
公

団
よ
り
無
償
帰
属
と
い
う
か
た
ち

を
と
っ
て
い
る
。

【
委
員
】
唐
国
町
側
か
ら
の
入
口

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

【
理
事
者
】
地
元
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
現
在
、
公
団
と
地
元
で
入
口

を
付
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

【
委
員
】
こ
の
中
央
公
園
事
業
に

つ
い
て
は
、
公
団
と
地
元
で
協
議

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
は

ど
う
い
う
立
場
に
あ
る
の
か
。

【
理
事
者
】
こ
の
事
業
は
公
団
の

単
独
事
業
で
あ
る
が
、
整
備
後
、

市
が
公
園
を
引
き
取
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
地
元
と
の
調
整
に
は
当

然
市
も
入
っ
て
い
る
。

【
委
員
】
先
日
、
市
民
に
も
募
集
を

か
け
植
樹
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
雨
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
。
補

助
金
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
、
期
限

ま
で
に
工
事
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
る

が
、
一
度
の
雨
で
な
く
な
る
よ
う
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
当
日
、
相
当
な
雨
が

降
り
、
地
形
的
に
斜
面
も
多
く
植

栽
に
危
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

中
止
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
整

備
計
画
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
を
し
な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は

か
っ
て
い
た
が
、
国
庫
補
助
事
業

の
た
め
、
他
の
公
園
内
の
工
事
も

３
月
末
ま
で
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
の
下
、
再
度
の
開

催
は
困
難
と
な
っ
た
。
今
後
、
市

民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
植
樹

祭
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
15
年
度
和
泉
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
委
員
】
今
回
の
補
正
は
、
財
源

不
足
分
を
介
護
保
険
財
政
安
定
化

基
金
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
だ

が
、
以
前
は
繰
上
充
用
で
対
応
し

て
い
た
。
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

【
理
事
者
】
各
事
業
計
画
の
最
終

年
度
に
は
不
足
分
に
つ
い
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、

14
年
度
は
３
年
間
の
第
１
期
事
業

平
成
15
年
度
和
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

【
委
員
】
債
務
負
担
行
為
の
補
正

で
（
仮
称
）
東
部
小
学
校
整
備
事

業
と
し
て
21
億
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
21
億
円
と
な
っ
た
根
拠

を
お
聞
き
し
た
い
。

【
理
事
者
】（
仮
称
）
東
部
小
学
校

の
建
設
事
業
費
は
、
現
在
設
計
中

の
た
め
未
確
定
で
あ
る
。
補
正
予

算
額
は
、
平
成
３
年
度
に
建
設
し

た
北
池
田
中
学
校
の
建
設
事
業
費

を
参
考
に
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
委
員
】
15
年
度
の
補
正
で
対
応

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

【
理
事
者
】（
仮
称
）
東
部
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
16
年
度
の
事
業
と

し
て
位
置
付
け
、
都
市
公
団
の
関

公
立
替
制
度
の
利
用
を
予
定
し
て

い
た
が
、
都
市
公
団
が
16
年
７
月

に
特
別
法
人
化
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
公
立
替
制
度
自
体
が
不
透

明
で
資
金
の
確
保
が
確
約
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
都
市
公

団
と
協
議
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
15
年
度
の
制
度
事
業
が
国
土

交
通
省
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
不
透
明
な
16
年
度
の
関
公
立

替
制
度
に
固
守
す
る
こ
と
な
く
、

15
年
度
の
関
公
立
替
制
度
を
う
け

る
目
的
で
債
務
負
担
行
為
を
お
願

い
し
た
。

【
委
員
】
繰
越
明
許
費
の
教
育
費
に

和
泉
中
学
校
整
備
事
業
と
あ
る
が
、

こ
の
事
業
内
容
は
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館
駐
車
場
用
地
購

入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
駐
車
場
と
し
て
使
用
で
き
る

の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

【
理
事
者
】
和
泉
中
学
校
整
備
事

業
の
内
容
は
、
府
道
和
泉
泉
南
線

の
歩
道
拡
幅
事
業
の
た
め
用
地
提

供
を
行
う
も
の
で
、
既
存
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
撤
去
し
て
、
新
し
く
ブ
ロ

ッ
ク
塀
を
設
置
す
る
工
事
で
あ

る
。
工
期
は
２
ヶ
月
程
度
だ
が
、

学
校
敷
地
で
あ
る
た
め
、
夏
休
み

期
間
を
利
用
し
て
行
う
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育

館
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
３
月

末
に
契
約
を
行
い
、
４
月
末
ま
で

に
は
引
き
渡
し
を
受
け
る
予
定
で

あ
る
。

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
っ
た
た

め
、
大
阪
府
と
協
議
し
た
結
果
、

約
９
６
０
０
万
円
あ
っ
た
歳
入
不

足
の
う
ち
、
４
０
０
０
万
円
の
交

付
金
支
給
を
受
け
、
残
り
５
６
０

０
万
円
に
つ
い
て
は
15
年
度
か
ら

の
繰
上
充
用
を
も
っ
て
処
理
し

た
。
15
年
度
は
、
第
２
期
事
業
計

画
の
初
年
度
で
あ
る
た
め
、
交
付

金
が
交
付
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、

借
入
金
対
応
と
な
っ
た
。

【
委
員
】
基
金
か
ら
借
り
入
れ
た

場
合
、
基
本
的
に
返
済
は
保
険
料

か
ら
行
う
こ
と
に
な
り
、
保
険
料

が
上
が
る
要
因
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
こ
の
基
金
を
活
用
す
る
際
、

大
阪
府
と
協
議
が
あ
っ
た
の
か
。

【
理
事
者
】
15
年
11
月
末
に
、
大

阪
府
と
健
全
化
策
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
今
後
も
、
保
険
給
付
の

適
正
化
事
業
、
財
源
の
確
保
等
、

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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予
算
審
査 

特
別
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総
務
文
教 

常
任
委
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産
業
建
設 

常
任
委
員
会 

産
業
建
設 
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任
委
員
会 

産
業
建
設 

常
任
委
員
会 

そ
の
他
、
議
案
８
件
、
報
告
６
件
、
意
見
書
７
件
等
が
可
決
等
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
一
般
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特 

　
別
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会 

　
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事 

　
業
特
別
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別 

　
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
市
街
地
再
開
発
事
業
特 

　
別
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会 

　
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
水
道
事
業
会
計
予
算 

●
平
成
　
年
度
和
泉
市
病
院
事
業
会
計
予
算 

●
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て 

　
（
仏
並
地
区
農
用
地
整
備
工
事
） 

●
和
泉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

　
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正 

　
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一 

　
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

　
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
財
産
取
得
に
つ
い
て
（
松
尾
寺
公
園
用
地
） 

●
財
産
取
得
に
つ
い
て
（
中
央
公
園
用
地
） 

●
和
泉
市
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改 

　
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 
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国の三位一体改革による市
への影響額が約13億円という

中で、大変厳しい予算編成を強いられたものと認
識するが、市民に負担を強いる前に行政として正
すべき点が含まれている。まず、ＮＰＯ法人ダッ
シュへの委託料や人権協会への助成金の多くは人
件費保障的なものとなっており、行政としての公
平性を欠くものとなっている。また、奨学金の返
還免除審査までゆだねるなど、以前の「地区協」
と何ら変わっていない。さらに、幸保育園、信太
第１保育園の民営化、和泉診療所の事務局長選任
問題、小川西団地施設建設の民間活力導入の問題
等、決して納得できるものではない。よって本一
般会計予算に反対する。

厳しい財政状況の中、まだ
まだ見直しが必要な施策があ

る。泉州東部農用地整備事業は槇尾川ダム事業と
二律背反する事業であり反対する。又、住基ネッ
トは、現行の体制では個人情報が充分守られず、
国の誘導があったとはいえ認められない。以上２
点について反対する。

●反対討論●●反対討論●

●反対討論●●反対討論●

一

般

会

計

予

算

国の三位一体改革や地方財
政計画の見直しにより、地方

が大きな痛手を受ける中、16年度は稲田市長３期
目の初年度であり、又、第３次総合計画に掲げる
「豊かさを共有する人間都市・和泉」の最終章に
向けて、多様な施策に取り組まれている。本予算
には新たに、（仮称）南部リージョンセンターの
本格整備に向けた予算や、（仮称）トリヴェール
東部小学校整備の予算が計上されており、また、
子育て支援策の一環としていずみエンゼルハウス
事業への支援や、公立保育園の民営化に伴う多機
能保育園化、加えて、法改正を受け、職業紹介・
あっせん事業を全国に先駆けて展開するなど、新
規施策に積極的に取り組まれている。また、既存
施策についても、都市基盤の整備はもとより、安
全なまちづくりのための施策充実、細やかな福祉
施策、教育環境の充実等、ハード・ソフト両面に
わたり施策が推進されており、評価する。今後も
積極的に財政健全化を図り、効率的な行財政運営
を行うよう望む。

●賛成討論●●賛成討論●

予算審査特別委員会を開催

一一一一般般般般会会会会計計計計予予予予算算算算はははは555511111111億億億億6666 ,,,, 000000000000万万万万円円円円（（（（前前前前年年年年度度度度比比比比1111 .... 7777％％％％のののの増増増増））））

平成16年度各会計予算及び予算関連議案は、予算審査特別委員会に付託され、３月

８日から５日間にわたり慎重に審査されました。

３月24日の本会議では委員長の審査報告を受け、一部の議案については反対・賛成

討論が行われましたが、すべて原案どおり可決されました。



○
総
合
計
画
策
定
委
託
に
つ
い
て

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
助
成
金
の
精
査

に
つ
い
て

○
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
策
定
推
進
会
議

に
つ
い
て

○
倫
理
委
員
会
の
開
催
回
数
と
内
容

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

○
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
に
つ

い
て

○
老
人
集
会
所
整
備
の
年
次
的
な
計
画
は

○
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
に
つ
い
て

○
粗
大
ご
み
電
話
受
付
の
状
況

○
地
産
地
消
・
食
農
推
進
事
業
の
内
容

○
農
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
内
容

○
空
き
店
舗
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

○
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
つ
い
て

○
放
棄
車
両
対
策
に
つ
い
て

○
消
防
団
員
の
報
酬
に
つ
い
て

○
学
校
協
議
会
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

○
学
校
の
耐
震
診
断
の
進
捗
状
況

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
東
部
小
学
校
整
備
事
業
に
つ
い
て

○
基
金
残
高
に
つ
い
て

○
市
税
を
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
の
決
算
見
込
み
と
基
金
の
状
況

○
老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
数
と
医
療
費
の
推
移

○
水
洗
化
の
促
進
と
水
洗
化
率
の
推
移

○
和
泉
府
中
駅
前
再
開
発
事
業
の
今
後
の
取
組
み

○
介
護
保
険
料
減
免
の
状
況

○
緊
急
貯
水
槽
の
設
置
計
画

○
市
立
病
院
改
修
の
今
後
の
予
定

○
市
立
病
院
前
の
道
路
横
断
対
策
に
つ
い
て

和 泉 市 議 会 だ よ り（5）

ここでは紙面の都合上、質問項目の

一部を掲載しています。

予算審査特別委員会での質問

委員名

◎逢野　博之　　　○原口　裕見
池田　秀夫　　　　田代　一男
須藤洋之進　　　　西口　秀光
友田　博文　　　　横山　　勝
金児　和子　　　　小林　昌子
原　　重樹　　　　早乙女　実
猪尾　伸子

◎は委員長、○は副委員長

議会費 
４億688万８千円 

0.8％ 総務費 
46億7028万２千円 

9.1％ 

民生費 
186億1858万６千円 

36.4％ 

衛生費 
55億2128万９千円 

10.8％ 農林水産業費 
５億2158万５千円 

1.0％ 

商工費 
５億3063万５千円 

1.1％ 

土木費 
51億5493万８千円 

10.1％ 

消防費 
14億169万４千円 

2.7％ 

教育費 
55億8946万４千円 

10.9％ 

公債費 
85億2810万３千円 

16.7％ 

その他 
２億1653万６千円 

0.4％ 

一般会計予算の歳出内訳

総額511億6000万円（100％）

市税 
189億1724万２千円 

37.0％ 

分担金及び負担金 
６億3854万８千円 

1.2％ 

使用料及び手数料 
７億7909万２千円 

1.5％ 
財産収入、寄附金、繰入金 
28億8963万７千円 

5.6％ 

諸収入 
６億4119万９千円 

1.3％ 

地方交付税 
72億円 
14.1％ 

国庫支出金 
72億5646万８千円 

14.2％ 

市債 
66億8540万円 
13.1％ 

地方譲与税、利子割交付金等 
37億5459万５千円 

7.3％ 

府支出金 
23億9781万９千円 

4.7％ 

一般会計予算の歳入内訳

総額511億6000万円（100％）

会　　計　　別 
一　般　会　計 
国民健康保険事業 
老人保健事業 
公共用地先行取得事業 
公共下水道事業 
市街地再開発事業 
介護保険事業 
水道事業 
病院事業 
   合                計 

　   予 　 算　  額 
   511億6,000万　  円 
   136億5,033万９千円 
   110億3,600万８千円 
       ５億9,415万６千円 
     42億5,877万７千円 
     18億3,726万８千円 
     74億3,267万６千円 
     48億7,363万３千円 
     87億4,521万６千円 
1,035億8,807万３千円 

前年度比 
　1.7％ 
　3.2％ 
△3.8％ 
　4.6％ 
△3.0％ 
  64.8％ 
  11.5％ 
△4.5％ 
△6.5％ 
　1.4％ 

特  

別  

会  

計 

企
業 

  

会
計 

（△はマイナス） 



和 泉 市 議 会 だ よ り 平成16年５月１日（6）

【
議
員
】
本
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
へ
の
委
託
が
進
ん
で
い
る
。
市

民
参
画
と
い
う
点
で
は
、
評
価
で

き
る
。
し
か
し
委
託
す
る
場
合
、

各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
委
託

先
を
選
定
し
て
お
り
、
そ
の
一
貫

性
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。
市
と
し
て
一
定
の
基
準

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
市
民
が
行
政
に
参
画
し
よ

う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を
立
ち
上
げ

て
も
、
市
役
所
の
ど
こ
に
行
け
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
窓
口
を

一
元
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
理
事
者
】
選
定
つ
い
て
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
寄
与
度
や

効
率
性
、
効
果
性
お
よ
び
設
立
趣

旨
、
活
動
内
容
を
充
分
吟
味
し
て

い
る
が
、
厳
格
な
基
準
は
設
け
て

い
な
い
。

窓
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

大
阪
府
に
問
い
あ
わ
せ
て
、
そ
の

情
報
を
各
課
に
周
知
し
て
い
る
。

し
か
し
市
に
お
け
る
窓
口
は
特
に

設
置
し
て
い
な
い
。

【
議
員
】
も
う
少
し
積
極
的
に
市

民
参
画
に
関
す
る
政
策
を
調
査
研

究
し
、
第
４
次
総
合
計
画
策
定
に

む
け
て
、
市
民
参
画
の
礎
を
今
の

う
ち
に
築
く
べ
き
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議

員
か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
る
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、

一
部
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

市
政
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

位
置
づ
け

障
害
児
保
育
の
充
実
を

【
議
員
】
平
成
16
年
４
月
の
公

立
・
民
間
保
育
園
の
、
障
害
児
の

入
所
予
定
数
と
、
そ
の
中
の
重
度

障
害
児
の
人
数
を
聞
き
た
い
。
障

害
児
保
育
の
入
所
基
準
や
、
保
育

士
と
看
護
師
の
配
置
基
準
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
看
護
師
不
在
時

の
保
育
士
の
医
療
行
為
は
法
的
に

問
題
は
な
い
か
。
障
害
児
保
育
の

今
後
の
考
え
は
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
障
害
児
の
入
所
予
定

数
は
、
公
立
園
で
99
名
（
15
園
）、

民
間
園
で
47
名
（
７
園
）。
そ
の

中
の
重
度
障
害
児
は
公
立
44
名

（
12
園
）、
民
間
３
名
（
２
園
）
で

あ
る
。
入
所
基
準
は
、
障
害
児
の

発
達
保
障
の
一
環
と
し
て
、
健
常

の
集
団
の
保
障
を
図
る
観
点
か
ら

の
統
合
保
育
を
推
進
し
て
い
る
。

保
育
士
は
障
害
の
程
度
に
よ
り
単

独
加
配
、
も
し
く
は
障
害
児
２
人

に
対
し
保
育
士
１
名
の
複
合
加

配
。
看
護
師
は
０
歳
児
か
ら
の
保

育
を
実
施
す
る
園
に
１
名
配
置
、

障
害
児
保
育
の
た
め
の
加
配
は
な

窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

【
議
員
】
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
そ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
す
る

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
日
増

し
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
現
状
は

ど
う
か
。

【
理
事
者
】
さ
ま
ざ
ま
な
用
件
で

来
庁
さ
れ
る
市
民
に
対
し
て
、
申

請
用
紙
の
配
置
や
記
入
の
仕
方
な

ど
時
に
は
待
合
フ
ロ
ア
ー
に
出
向

い
て
案
内
を
し
て
い
る
。

【
議
員
】
総
合
窓
口
の
検
討
状
況

は
。
又
、
よ
り
多
様
な
階
層
の
市

民
が
色
々
な
用
件
を
抱
え
て
来
庁

さ
れ
る
が
、
そ
の
業
務
の
円
滑
化

と
市
民
に
安
心
を
与
え
る
意
味
で

フ
ロ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
設
置

は
ど
う
か
。
又
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
は
、
先
ず
市
民
の
立
場

に
立
つ
事
が
大
事
、
そ
こ
で
市
民

の
声
を
聞
く
意
味
で
、
意
見
要
望

箱
の
設
置
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
。

【
理
事
者
】
総
合
窓
口
に
つ
い
て

は
早
期
対
応
は
難
し
い
。
フ
ロ
ア

ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
に
つ
い

い
。
看
護
師
以
外
の
医
療
行
為
は

法
的
に
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
保
護
者
、
保
育
園
、
医
療
機

関
と
連
携
を
図
り
、
障
害
児
保
育

の
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
医
療

行
為
を
伴
う
障
害
児
の
入
所
は
、

慎
重
に
対
応
す
る
と
共
に
、
今
後

の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

て
は
来
庁
さ
れ
る
市
民
に
多
く
の

支
援
が
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
意
見
箱
の
設
置
に
つ
い
て

も
市
民
の
生
の
声
が
窓
口
の
対
応

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
窓
口
事
務
改
善
研
究
委
員

会
に
提
案
し
て
ま
い
り
た
い
。
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土
地
利
用
計
画
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

【
議
員
】
南
部
地
域
は
市
街
化
調
整

区
域
の
た
め
、
土
地
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
厳
し
い
開
発
制
限
が
あ

り
、
こ
れ
が
地
域
の
活
性
化
を
阻

害
し
て
い
る
。
人
口
も
過
去
５
年

間
で
約
３
０
０
人
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
南
部
地
域
に

は
、
都
市
の
大
動
脈
で
あ
る
大
阪

外
環
状
線
が
そ
の
中
心
地
を
通
り
、

南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
整
備

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
街

化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
計
画
の

あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
都
市
計
画
法
で
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
運
用
も
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市

街
化
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
、
大

阪
外
環
状
線
を
は
じ
め
と
す
る
幹

線
道
路
沿
道
、
集
落
地
域
等
、
今

後
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

土
地
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

【
議
員
】
南
部
地
域
は
特
に
地
域

産
業
問
題
が
顕
著
で
あ
り
、
大
阪

外
環
状
線
４
車
線
化
、
南
部
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
と

も
十
分
に
連
携
し
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
有
意
義
な
制
度
運
用
を

望
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
４

次
総
合
計
画
で
は
、
活
力
あ
る
南

部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

和
泉
市
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て

【
議
員
】
近
年
、
生
活
排
水
対
策
を

と
り
ま
く
社
会
情
勢
は
大
き
な
変

化
が
あ
り
、
国
の
補
助
制
度
の
拡

充
、
新
事
業
手
法
の
創
設
な
ど
、

事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
肢
が
拡
大

さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対

策
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
入
っ
た
。

大
阪
府
で
は
「
平
成
22
年
度
に
生

活
排
水
を
１
０
０
％
適
正
処
理
す

る
」
と
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
市
は
、
下
水
道
計
画
区
域

内
・
外
・
全
市
域
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
を
た
て
て
い
る
の

か
。

【
理
事
者
】
和
泉
市
は
、
平
成
14

年
10
月
、「
生
活
排
水
対
策
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
市
に
お

け
る
生
活
排
水
対
策
の
現
状
分

析
、
各
種
補
助
制
度
の
研
究
を
行

っ
た
。
下
水
道
計
画
区
域
内
の
市

街
化
調
整
区
域
で
の
集
合
処
理
と

個
別
処
理
の
費
用
比
較
、
計
画
区

域
外
の
市
街
化
調
整
区
域
で
の
集

落
単
位
コ
ス
ト
比
較
を
実
施
し

た
。
市
街
化
調
整
区
域
の
整
備
着

手
時
期
は
、
今
後
４
〜
５
年
後
に

な
り
、
下
水
道
区
域
外
は
事
業
採

択
の
手
続
き
等
、
概
ね
３
〜
４
年

後
と
考
え
る
。

【
議
員
】
特
に
計
画
区
域
外
と
、

実
施
区
域
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

整
備
を
急
ぎ
、
中
間
で
整
備
の
遅

れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
小
型
合

併
浄
化
槽
と
、
公
共
下
水
道
を
比

較
出
来
る
体
制
を
作
ら
れ
た
い
。

【
議
員
】
ダ
ム
が
完
成
し
百
年
対

応
の
河
川
改
修
が
完
了
時
に
は
、

ダ
ム
建
設
の
契
機
と
な
っ
た
昭
和

57
年
の
大
雨
に
は
対
応
可
能
か
。

【
理
事
者
】
大
阪
府
か
ら
対
応
可

能
と
聞
い
て
い
る
。

【
議
員
】
対
応
可
能
と
は
水
害
が

発
生
し
な
い
と
い
う
意
味
か
。

【
理
事
者
】
槇
尾
川
か
ら
の
洪
水

は
無
い
が
、
他
の
対
策
、
例
え
ば

雨
水
等
の
対
策
が
未
だ
十
分
で
は

な
い
の
で
そ
う
い
っ
た
形
で
は
出

る
の
か
な
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
昭
和
57
年
豪
雨
の
被
害

は
46
億
円
。
そ
れ
に
対
応
す
る
ダ

槇
尾
川
ダ
ム
に
つ
い
て

ム
計
画
の
被
害
想
定
は
５
８
８

億
円
。
さ
ら
に
百
年
に
一
回
の

大
雨
の
被
害
想
定
は
４
７
４
５

億
円
。
平
成
１
２
年
の
東
海
豪

雨
で
は
伊
勢
湾
台
風
に
次
ぐ
大

災
害
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
害
は
７
３
０
０
億
円
。

被
害
額
を
過
大
に
想
定
し
て
お

り
、
費
用
対
効
果
が
大
き
く
出

る
の
は
当
た
り
前
。
一
種
の
ご

ま
か
し
で
は
な
い
か
。

【
理
事
者
】
河
川
流
量
等
が
過
大

で
あ
る
等
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

府
の
再
評
価
委
員
会
で
審
議
さ

れ
「
こ
れ
ら
は
安
全
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
問
題
は
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
。
府
が
算
定
し
た

専
門
的
な
数
字
な
の
で
問
い
合

わ
せ
た
い
。

○ＩＴ化推進における市の責任範囲
○不登校児童の対策
○電子会議室について
－敦賀市の行政視察から－

○子育て支援について
「第３者評価」について

○食育について
○フロン対策について
○道路について（池上下宮線・170号
線）

○各種団体・実行委員会のあり方に
ついて

○住基ネットについて
○小地域ネットワーク活動について

その他の質問項目

市議会では、定例会毎に「会議
録」を作成しています。
市議会事務局、市政情報コーナ

ー及び市立図書館で自由に閲覧で
きます。 なお、３月定例会の会
議録は６月中旬に完成の予定です。

定例会の詳しい内容は
会議録で



１＊ホームページ上で

会議録がご覧になれます
市民に開かれた議会を目指し、平成16年

５月17日より、議会ホームページ上で会議

録がご覧いただける予定です。検索機能も備

わっており、閲覧したい会議録を日程や発言

者、調べたい言葉で検索することができます。

掲載している会議録は以下のとおりです

が、平成16年３月定例会の会議録について

は６月中旬に更新を予定しています。

本会議　　　：平成８年３月定例会より

常任委員会　：平成９年12月定例会より

特別委員会　：平成９年11月より

和泉市ホームページアドレス

http://www.city.izumi.osaka.jp

から「市議会」をクリック

２＊平成15年の傍聴者数
平成15年中にのべ181人の方々が傍聴に

こられました。ありがとうございました。

本会議 148人

常任委員会 26人

特別委員会（予算） ５人

議会運営委員会 ２人

合計　　　　　　 181人

和 泉 市 議 会 だ よ り 平成16年５月１日（8）

（この市議会だよりは100％再生紙を使用しています）

　

和
泉 市 議

会

議会では、市民の皆さまの生活に直結した問題が議論

されています。市政を身近に感じていただくためにも、

ぜひ傍聴してください。

傍聴は、備え付けの傍聴券に住所、氏名等をご記入い

ただくだけで簡単にできます。

本会議（議場）

場　所：本館３階（入口は本館２階資産税課横）

傍聴席：40席（車いすスペース３台分）

常任・議会運営委員会（委員会室）

場　所：別館３階

傍聴席：７席

いずれも、開会予定時刻の15分前から先着順に入室で

きますが、定員を超える場合は抽選となりますのでご了

承ください。

なお、平成16年第２回定例会は、次の日程で開催され

る予定です。議事の都合により日程が変更される場合も

ありますので、詳しくは市議会事務局までお問い合せく

ださい。

電話　41－1551（内線1722）

＊第２回＊　定例会の予定

傍聴席からの議場風景

２
月
５
日
（
木
）
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
第
67
回
全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
本
市
議
会

の
辻
　
正
治
議
長

が
副
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
副
会
長
に
就
任


